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 日本政府として推進している持続可能な開発目標(SDGs)は、企業・経済の持続的成長と安定的な資産形成等による国民
の厚生の増大を目指すという金融行政の目標にも合致するものであり、金融庁としてもその推進に積極的に取り組む

 SDGsは、本来的には企業・投資家・金融機関といった各経済主体が自主的に取り組むべきものであるが、何らかの要因

でそうした動きが妨げられて外部不経済が発生している場合には、経済全体としての最適な均衡の実現に向け、当局と
して促すことも必要

（注）但し、その場合でも、SDGs推進のために各経済主体や金融市場における経済合理性が歪められることは適切でなく、金融庁としては、
SDGsやESG金融の動きが、中長期的な投融資リターンや企業価値の向上につながる形で実現されるよう、各経済主体の自主的な対応
を引き出すことを基本的な方向性とする

SDGsと金融行政

サステナビリティに関連した
事業機会・リスクへの対応

を巡る建設的な対話

（出典）金融庁資料「金融行政とSDGs」
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中長期的な投資リターンの向上・企業価値の向上に繋がる形で実現（その１）

（出典）Monitor Institute “Investing for Social & Environmental Impact”の図表を一部加工
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中長期的な投資リターンの向上・企業価値の向上に繋がる形で実現（その２）

（出典）Bridges Ventures 2014 Impact Reportの図表を一部加工
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SDGsの観点で
着目する領域



中長期的な投資リターンの向上・企業価値の向上に繋がる形で実現（その３）

（出典）PRI 「The SDG Investment Case」
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リスクとリターンの関係（資本資産価格モデル：CAPM）
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ウィリアム・シャープは、このリスクとリターンの関係に関する業績により1990年にノーベル経済学賞を受賞。



インパクトとリスク・リターンとの関係?
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